
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

■2 月の開館日カレンダー■ 

日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28           

  は休館日です 

■ご利用案内■ 
開館時間 午前９時から午後５時まで 

(閲覧の申込みは午後４時 30 分まで) 
 
■フレンドリーバスをご利用ください■ 

 
文 書 館 ふ く い    平成 2３年２月発行 

ＮＯ.10   福井県文書館  
〒918-8113 福井市下馬町 51-11   電話 0776-33-8890   URL http://www.archives.pref.fukui.jp/ 

 
 

今回は、大正８年(1919)の福井県の旧制中学入試問題を紹介します。挑戦してみてください。 

(答えは下にあります。)  

☆
県
立
福
井
中
学
校 

（
現 

藤
島
高
校
） 

       
☆
県
立
小
浜
中
学
校 

（
現 

若
狭
高
校
） 

                 

☆県立武生中学校（現 武生高校） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① ② 

■講演会・講座案内■ 
 
☆講演会☆ 

日 時：平成 23 年２月 12 日(土) 

      13：30～15：30 当日受付 

テーマ：「他国修行 

－福井藩教育改革の軌跡－」 

講 師：熊澤
くまざわ

恵里子
え り こ

氏(東京農業大学教授) 

会 場：県立図書館多目的ホール 

＊幕末維新期の藩士子弟の遊学や、松平 

康荘の海外留学について、紹介します。 

 

☆県史講座☆ 
日 時：平成 23 年２月 19 日(土) 

 13：30～15：30 当日受付 

テーマ：「16 世紀の世界経済と信長・越前」 

講 師：高木
た か ぎ

久史
ひ さ し

氏(安田女子大学講師) 

会 場：県立図書館多目的ホール 

＊信長支配下の越前について、貨幣政策を中心

に紹介します。 

国
語
科 

⑦ ⑥ 

入試問題の答え（答案集のまま抜粋） 
国語科 ①装飾 ②旧蹟 ③会得 ④勲労 ⑤欠乏 

⑥くせもの ⑦ゆえん ⑧ひとしお  
⑨とこしへに 

算術科 (1)式 135 個×(１－7/15)＝72 個 答 72 個 
(2)式 31 日ｰ 23 日＋(24 時－8 時 25 分) 

＋12 時＋8 時＝9 日 11 時 35 分 
 答 9 日 11 時 35 分 

■豪雪の思い出■ 
1 月の展示「豪雪の記録－三八・五六－」では、多くの

方から豪雪の思い出を寄せていただきました。その中から

一つ紹介します。 
 

電線をくぐって通る市民 
  38豪雪写真 広報 50203 

小学校には除雪のため自衛隊が寝泊

りしていた。我々はバス通学のため早

めに学校に着いたが、寝ている隊員達

の間を走り回り、上を飛び越えて遊ん

だ。隊員は重労働の後、底冷えする体

育館で寝袋一つで寝ていたのだが、一

回も怒られたことはなかった。今思え

ば大変申し訳ないことをしたと思う

が、当時は楽しくてたまらなかった。 

三八豪雪の

時、５年生

だったよ。 

算術科 

『中学程度入学試験問題並答案集』 

(坪田仁兵衛家文書(C0005) 整理中) 

⑨ 

■大正時代の入試問題■ 

③ ⑤ ⑧ ④ 



 

 

 

 
 

今月は「たかむくのまちづくり協議会」の協力を得て、古代には大寺院の荘園が置かれたと伝えられる、坂井市

丸岡町高椋地区の歴史にスポットをあてます。奈良・西大寺とのつながりが認められる資料や、高椋地区出身で｢コ

シヒカリの父｣とよばれる石墨慶一郎氏に関連した資料のほか、当地の歴史を物語る貴重な古文書を紹介します。 
また、当館の研究紀要をきっかけに実現した高椋地区と奈良・西大寺の交流事業など、地域とのリンクにより生

まれた新たな展開について、その一端を紹介します。 
 

★今月の展示★ 


